
事　務　連　絡
平成23年2月9日

社団法人日本看護協会　御中

厚生労働省医政局総務課

医療・介護ベッド用十すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る

　　　　　施設管理者への注意喚起の徹底について（再依頼）

　標記について、別添のとおり各都道府県衛生1三管・高齢f呆健福祉・介護保険主管

課（室）宛てに、厚生労働省医政局総務課並びに老健局高齢者支援課、振興課及び

老人保健課連名の事務連絡を発出したところです。

　っきましては、同種彗1故の発生防1ヒを図る観点から、貴団体からも会員施設等に

対する再周知徹底方よろしくお願いいたします。
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事　務　　連　　絡

平成23年2月9日

厚生労働省医政局総務課

厚生労働省老健局高齢者支援課

厚生労働省老健局振興課

厚生労働省老健局老人保健課

医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る

　　　　　施設管理者への注意喚起の徹底について（再依頼）・

　標記にっいては、別添1のとおり、　「医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や

首、手足などを挟む事故等に係る施設管理者に対する注意喚起について」（平成22

年］0月8日付け事務連絡）を各都道府県衛生主管課（室）、高齢者保健福祉主管課

（室）及び介護保険主管課（室）に対し周知依頼したところです。

　しかしながら、その後に発生した同種の死亡事故（平成22年］2月2］日付け「消

費生活用製品の重大製品事故に係る公表について」にて消費者庁が公表した事故：
管理番号A201000777）において、上記事務連絡文書が医療機関に送付されておらず、

当該事故が発生した医療機関では注意喚起の内容を知らなかったこどが判明してい
ます1

　このため、「今般、別添2のとおり、消費者庁より厚生労働省に対し、都道府県等

を通じて、再度の周知徹底を図るよう再依頼がありました。

　っきましては、各都道府県衛生主管課（室）ご高齢者保健福祉主管課『（室）及び

介護保険主管課（室）におかれては、消費者担当部局との連携の下、管内市区町村

並びに医療機関及び介護保険指定事業者、老人福祉施設等に対し、別添1の事務連
絡の再周知徹底方よろしくお願いいたします。

　なお、別途関係団体・（別添3）に併せて通知している旨申し添えます。
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事　　務　　連　　絡

平成22年10月8日

厚生労働省医政局総務課

厚生労働省老健局高齢者支援課

厚生労働省老健局振興課

厚生労働省老健局老人保健課

医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る施

設管理者に対する注意喚起にっいて

　標記にっいて、消費者庁消費者安全課より別添1のとおり各都道府県・政令指定

都市消費者担当課並びに独立行政法人国民生活センター及び各消費者センター宛て
に通知され、消費者への周知及び注意喚起についてお願いしているところです。

　標記に関しては、これまでも厚生労働省及び経済産業省を通じて、製造事業者等

から注意喚起も含めて、事故防止のための適切な対応等の実施等にっいてお願いし

ているところですが、医療機関並びに介護保険指定事業者及び老人福祉施設等にお

いても消費者保護のために、手すりに関連した事故の発生防止を図る観点から、ま

た、消費者庁消費者安全課からも別添2のとおり注意喚起の依頼があったことから、

当該施設に対する注意喚起が必要となっています。

　っきましては、各都道府県衛生主管課（室）、高齢者保健福祉主管課（室）及び
介護保険主管課（室）におかれ℃は、消費者担当部局との連携の下、管内市区町村

並びに医療機関及び介護保険指定事業者、老人福祉施設等に対し、周知徹底方よろ

しくお願いいたします。

　なお、別途関係団体（別添3）に通知している旨申し添えます。



＜別添1＞

　　　　　事務連絡

平成22年10月1日

各都道府県・政令指定都市消費者行政担当課殿

独立行政法人国民生活センター・各消費生活センター殿

消費者庁消費者安全課

介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足

などを挟む事故等に係る注意喚起について

　平素より、消費者安全行政の推進に当たっては格別の御理解、御協力を頂き

ましてありがとうございます。

　本年9月6日に、介護ベソド用手すりで外側に開いたグリソプの内側に利用

者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました。

　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成

12年までの問に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ

部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。
　そのため、1司社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを

防止するため、平成13年10月か・ら当該製品のすき間を埋めるためのT字型

の簡易部品を無償で配布していました。

　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の

文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしてい

ませんでした。

　パラマウントベッド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりの

すき間に頭や首、手足など挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品事

故報告・公表制度の施行（平成19年5月）から、これまでに7件（死亡2件、

重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生してい
ます。・

　また、同社以外の製品を含む介護ベッド用手すり全体では、手すりのすき間

に頭や首、手足などを挟む事故等が、・これまでに計37件（死亡15件、重傷

22件）発生しています。

　消費者庁としては、同種事故の発生防止を図る観点から、介護ベッド用手す
りの使用に係る注意点について、消費者の注意を喚起する必要があると認めま

iS一ので、下記の事項にっいて、消費者sの周知及び注意の喚起をしていただき

ますようお願いいたします。

　都道府県消費者行政担当課におかれましては、貴都道府県内の市町村に対し、

この旨周知していただきますようお願いします。



記

介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足

などを挟む事故等に係る注意喚起について

1．事故事象及び再発防止策にっいて

　本年9月6日に、介護ベッド用手すりで外側に開いたグリップの内側に利用

者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました。

　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成

12年までの間に、パラマウントベソド株式会社が製造したもので、グリソプ

部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。
　そのため、同社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを

防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるためのT字型
の簡易部晶を無償で配布していました。

　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の

文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしてい

ませんでした。

　パラマウントベソド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりの

すき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品

事故報告・公表制度の施行（平成19年5月）から、これまでに7件（死亡2
件、重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生し．

ています。また、同社以外の製品を含む介護ベシド用手すり全体では、手すり

のすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、これまでに計37件（死亡コ5

件、重傷22件）発生しています。

　日本福祉用具・生活支援用具協会及び医療・介護ベッド安全普及協議会にお
いては介護ベッド用手すり等による事故等にbいての注意喚起及び安全使用の

情報の普及をチラシやホームページ等を使用して両会及び会員事業者共同で実

施するとともに、全国の福祉用具貸与事業者、居宅介護支援事業所を通じて利

用者に伝達する取組みを行っています。

事故事象

管理番号 A201000531

事故発生日 平成22年9月6日
報告受理日 平成22年9月21日
機種・型式 KA－089
事業者・名 パラマウントベジド株式会社

被害状況 重傷1名
：事故発生都道府県． 神奈川県



事故内容

　施設で当該製品の外側に開いたグリップの内側に利用

者の頭が入った状態で発見され、骨折と診断された。

　事故の原因については現在、調査中であるが、当該製

品は、平成4年から平成12年までの間にiパラマウン
トベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦

が約15cm、横が約34crnのすき間がある構造であ
った。そのため、同社は不意の動作により頭や手足がす

き間に入り込むことを防止するため、平成13年10月
から当該製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部品

を無償で配布していた。製造事業者は無償配布の案内を

当該施設に対して度々行っていたが、施設では簡易部品

の入手を行っていなかった。

　なお、当該製品は、製造・出荷時の日本工業規格（J

IS）に適合している。

（日本福祉用具・生活支援用具協会）

　ホームページ：http：／／iww．　jaspa．　g／c、　jp／news／08020S．　pdf

（医療・介護ベソド安全普及協議会）

　ホームページ：hztp：／／http：／／、爪v．　bed－anzen．。rg／

2．消費者への注意喚起

　介護ベッド用手すりにおいては、従来から、手すりの内側のすき間やベソド

との間に生じる外側のすき聞に身体の一一部を挟み込む等の玉大な事故が発生し

ています。

　介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込みリスク

をゼロにすることは困難な状況です。同様の製品の利用者及び利用者を介護す

る方は、取扱説明書安全使用マニュアル（医療・介護ベソド安全普及協議会編

集）等に記載されている注意事項を今一度、確認して、挟み込みのリスクを認

識し、正しく使用してください。

　また、平成21年3月に介護ベッドの日本工業規格（JIS）が改正され、

頭部や首の挟み込み’F故を防ぐためのすき闘の基準強化が図られています。安

全のため、可能な限り改正されたJISに対応した製品を御使用ください。
　特に、介護ベッド上で予測できない行動をとる可能性がある利用者や、自力

で危ない状態から回避することができない利用者には、介護される方において、

事業者の配布する簡易部品を入手されるなどすき間を埋めることで事故を防止．

するための工夫をしてください。

　各製造事業者は、すき間を埋めるための部品を配布しています。すき間に頭

部などが入り込むおそれのある製品を使用している場合は速やかに製造事業者

に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取付けて使用してください。その他、



製品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又販売事業

者等に相談してください。

　医療・介護ベッド安全普及協議会　会員企業

　’一シーホネンス株式会社

　　　　　　電話　　　　　：　0120－20－1001

　　　　　　ホームページ：　http：／／www．　seah6nence．　co．　jp／

　・パラマウントベッド株式会社

　　　　　　fE話　　　　　　　　二　　〇120－36－4803

　　　　　　ホー一ムページ：　http：／／wwvl．　paramount．　co．　jp／

　・株式会社プラッツ

　　　　　　電言舌　　　　　　　　　　0120－77－3433

　　　　　　ホームページ：　http：／／1・ATIv．　platz－ltd．　cO．　jp／

　・フランスベッド株式会社
　　　　　　電；舌　　　　　　　　　　　0］20－39－2824

　　　　　　ホームページニ　http：／／unvw．　francebed．　co．　jp／

　・株式会社モルテン

　　　　　　電話　　　03｝3625－8510
　　　　　　ホームペー一一ジ：　http：／∧㎜．　molten．　co．　jp／hea1しh

　・株式会社ランダルコーポレーション
　　　　　　］『三言舌　　　　　　　　：　　048－475－3662

　　　　　　ホームページ・http：（／www・lund・1・…j・／　’

【本件に係る連絡先】

　消費者庁消費者安全課　　担当：中嶋、服部

　電話：03－3507－8800（大代表）　内線2266



介護ベッド用手すり（管理番号：A201000531）

　　　　　　　　（製品本体）
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（ベッドへの取り付け図）

（すき間を埋めるためのT字型簡易部品）



（簡易部品の装着後の図）
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あなたの介護ベッドに鰍なすき間が潜んでいる？
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2009年3月に介護ベッドのJIS規格が改定され、
サイドレー－Nルとサイドレールのすき間だけでなく、

安全に関わる数十項目が厳しく規定されました。

代表例（」is規格文を要約しています）　　　　　　　・

灘
繋

　　　　　　　〆

‘

JIsT92むt2oo9

【」ISマーク表示例】

護
鱗
籏
鷲
瀦
※
診
鱒
爵

注1：詳しくは本パンフレット中面
のチェック①をご覧下さい。
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」ISマーク付きの製品は、その製品が一定の品質や性能を確保していることを証明するものですが、

使い方を誤ると重傷や死tに至る事故は発生します。取扱説明書をよく読んで正レくお使い下さい。

．舟．悟・‥．．皐“・．・・旬一．旬一一一≡．・．… 　　一・．〔“°…　　’．・・…　　．・・．・・．．飴．・’“・・民・’ロ鵠…　　＾、・一．．．画．．．．・「．°・声・‥・，・．．“・民≒・・rエ．…　　．．・．・．・r．r烏阿．．・．’

医療・介護ベッド安全普及協議会とは

医療介護ベッドのメーカーにより2002年12月に設立され

ましたeベッドを安心して使用して頂くためのハンドブック

やマ＝ユアルを作成し、ホームページヒ掲載しております。『

最新情報はこちらからご確認下さしM

【ホームページ】 http：〃wWw．bed－anzen．org

【お岡い合わせ先】　03－3648－5510

幽協議会会員名簿（あいうえお刷

　　　　r誘．フ三…≡之　　　　　　　　　　　　二・‘　≡　　　’

ジーホネンス株式会社 0120－20－1001　　　　　　　　’ http：／ノ｛．seahonence．cpjp／

パラマウントペッド株式会社
＞

0120－36－4803 httPl〃Ww．paramount．co」P／

株式会社プラッツ 0120－77－3433
http・〃w…．plat2－【td．・・jp／

フランスベッド株式会社 0120－39－2824
＞

httpゾ／wwwJrancebed．cojp／

株式会社モルテン 03－3625－8510 http：11www．mo｛ten．corjpノ｝iealth

株式会社ランダルコーポレーション
　　　　　　　　・
、048－475－3662・ http：11…」lunda［．coJp

お使いのベッドのお問い合わせは各メーカーへ1

発行年月2010io9．24
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消　政　調　第　　llO号

平成22年10月8日

厚生労働省老健局高齢者支援課長

　　　　　　　　　　水津　重三　殿

厚生労働省老健局振異課長

　　　　　　　　　　川又　竹男　殿
tt

厚生労働省老健局老人保健課長

　　　　　　　　　　宇都宮啓　殿
厚生労働省医政局総務課長

　　　　　　　　　　岩渕　　豊　殿
　　　　　　　ミト　　　　’　　’（
　　　　　　　；‘ト・　　口

消費者庁政策調整謀長　』：－1

医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む

　　　事故等に係る施設管理者への注意喚起のお願い

　平素より、消費者安全行政の推進に当たっては格別の御理解、御協力を頂き

ましてありがとうございます。

　さて、本年9月6日に、介護ベッド用手すりで外側に開いたグリップの丙側

に利用者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました（別紙参照）。

　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成

12年までの間に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部

には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。
　そのため、同社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを

防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるためのT字型の
簡易部r？Rを無償で配布していました。

　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の

文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしてい

ませんでした。

　パラマウントベヅド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりの

すき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品

事故報告・公表制度の施行（平成19年5月）から、これまでに7件（死亡2件、

重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生してい
ます。

　また、同社以外の製品を含む介護ベッド用手すり全体では、手すりのすき間

に頭や首、手足などを挟む事故等が、これまでに計37件（死亡］5件、重傷22

件）発生しています。

消費者庁としては、同種事故の発生防止を図る観点から、介護ベッド用手す



／

りについて、平成22年10月1日付けで各都道府県及び政令指定都市の消費者

担当部局並びに独立行政法人国民生活センター及び各消費生活センター一一に対

し、消費者への周知及び注意喚起を行うよう通知したところです。さらに、同

．様の医tw　．i介護ベッド用手すりを配置している介護保険施設、老入福祉施設及

び医療機関に対しても注意を喚起する必要があると考えております。

　っきましては、介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関に対し、都道府県

と連携して、下記の事項を周知し、必要な指導を行っていただきますようお願

いします。　、　　　　　　　　．　　一

ノ

＼



記

施設管理者へのお願い

1、簡易部品の取付けなどにより事故防止の工夫をすること

　ー平成21年3月に介護ベッド等の白本工業規格（JIS）が改正され、頭部

や首の挟み込み事故を防ぐための手すりのすき間の基準強化が図られていま

すが、これら改正に対応レていない製品については、各製造事業者が、すき’

間を埋めるための部品を配布していま凱

　医療・介護ベツド上で予測できない行動をとる可能性がある利用者や、自

力で危ない状態から回避することができない利用者のためには、事業者の配

布する簡易部品の取付けを行うなどにより、その安全を確保することが必要

です。このため、各施設において、JISの改正に対応していないベッドに
っいて、当該簡易部品が取り付けられているかどうかの確認を速やかに行ゴ・

てください。

　また、当該簡易部品が取り付けられていない場合には、簡易部品を取り付

けるなどによりすき間を埋め、事故を防止するよう工夫してください。

　特に、すき間に頭部などが入り込むおそれのある製品を使用レでいる場合

は、速やかに製造事業者に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取り付け

て使用してください。

2．取扱説明書等に記載されている注意事項を確認すること

　　医療・介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込

みリズクをゼロにすることは困難な状況です。同様の製品を配置している施

設管理者は、取扱説明書、安全使用マニュアル、（医療・介護ベッド安全普及

協議会編集）等に記載されている注意事項を今一度、確認して、挟み込みの

　リスクを認識し、正しく使用してください。　‘．　　　　・　・

3　可能な限り改正されたJIS対応製品を使用すること

　使用者の安全の確保のため、可能な限り改正されたJ1Sに対応した製品
を使用してください。

4　製造事業者等への相談

　製品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又は販
売事業者等に相談してぐださい。　　一一



（参考）

医療・介護ベッド安全普及協議会

．・ シーホネンス株式会社

・ パラマウントベッ．ド株式会社

・ 株式会社ランダルコーポレーション

　　　　電話　　　　：

　　　　ホームページ：

　　　　電話　　　　：

　　　　ホームページ：
・ 株式会社プラッッ

　　　　電話　　　　1
　　　　ホームページ：

・フランスベッド株式会社

　　　　電話　　　　：

　　　　ホームページ：
・
斌舗モルテン

　　　　電話　　　　：

　　　　ホームページ：

　　　　電話　　－　：

　　　　ボー9N　N一ジ：

　　　会員企業

0120－20甲1001

http：／／wψwL　seahone丑ce．　co：jp／

0120－36－4803
http、／／綱param。uut　6。．　jp／

0120－77－3433

h亡tp；／／wwwφP］a亡z’－ltd．　CD．　jp／

Ol20－39－2824

輌伽頑a…b・d’…1・／

03－3625－8510

http：／／lvww．　molten．　co．　jp／health

O48－475－3662

http：／／www．・lllndal．・co・・jp／

以上

t



〈別紙〉

事故の概要

管理番号 A20100053正

事故発生日 平成22年9月6日
報告受理日 平成22年9月21日
機種・型式 KA－0‘89　　　’

事業者名 パラマウントベッド株式会社

被害状況 重傷1名

事故発生都道府県 神奈川県

事故内容

　施設で介護ベッド用手すりの外側に開いたグリップの

内側に利用者の頭が入った状態で発見され、骨折と診断

された。

事故の原因については現在、調査中であるが、当該製
品ば平成4年から平成12年までの間に、パラマウント

ベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が

約15cm、横が約34cmのすき間がある構造であった。
そのため、同社は不意の動作により頭や手足がすき間に

入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該

製品のすき間を埋めるための丁字型の簡易部品を無償で

配布していた。製造事業者は無償配布の案内を当該施設

に対して度々行っていたが、施設では簡易部品の入手を

行っていなかった↓

　なお、当該製品は、製造・出荷時の日本工業規格（J

工S）に適合している。



社団法人　日本介護支援専門員協会

公益社団法人　日本認知症グループホーム協会

社団法人　日本福祉用具供給協会

社団法人　全国福祉用具専門相談員協会

公益社団法人　全国老人福祉施設協議会

社団法人　全国老人保健施設協会

社団法人　全国有料老人ホーム協会

全国軽費老人ホーム協議会

全国盲老人福祉施設協議会

特定施設事業者連絡協議会

日本福祉用具生活支援用具協会

全国ホームヘルパー協議会

日本ホ7A．ヘルパー協会

一般社団法人　全国介護事業者協議会

NPO法人　全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会

一般社団法人日本在宅介護協会　　　　　　　　　　　C

財団法人　ニッセイ聖隷福祉財団

社団法人　全国訪問看護事業協会

一一般社団法人　日本慢性期医療協会

（別添3）



社団法人　日本医師会

社団法人亘輔科医師会

社団法人　日本薬剤師会

社団法人　日本病院薬剤師会

社団法人　目本看護協会

社団法人　日本助産師会

社団法人　日本医療法人協会’

社団法人　全］・1本病院協会

社団法人　全国自治体病院協議会

社団法人　日本精神科病院協会

社団法人　日本病院会

独立行鍵岬立病院酬

独立行政法人　労働者健康福祉機構

細法人全国国蹴保険診騨鋤議会

全国公私病院連盟

社会福祉法人　恩賜財団済生会

日本赤十字社

国家公務員共済組合連合会

社団法人　全国社会保険協会連合会

財団法人　厚生年金事業振興団



社会福祉法人　北海道社会事業協会

地方公務員共済組合連合会

全国厚生農業協同組合連合会

健康保険組合連合会

財団法人　船員保険会

宮内庁長官官房参事官

法務省矯正局矯正医療管理官

文部科学省高等教育局医学教育課長

防衛省人事教育局衛生官

独立行政法人　国立印刷局病院運営担当部

独立行政法人　国立がん研究センター

独立行政法人　国立循環器病研究センタL一

独立行政法人　国立精神・神経医療研究センター

独立行政法人国週際願確⇔ター

独立行政法人　国立成育医療研究センター

独立行政法人　国立長寿医療研究センタL－

』財団法人　日本医療機能評価機構

独立行政法人　医薬晶医療機器総合機構



巨唾こヨ

？肖政調第　 27　号

平成23年2月4日
厚生労働省老健局高齢者支援認長

　　　　　　　　　　水津　重三　殿

厚生労働省老健局振興課長

　　　　　　　　　　川又　竹男　殿

厚生労働省老健局老人保健課長

　　　　　　　　　　宇都宮　啓　殿

厚生労働省医政局総務課長

　　　　　．　　　岩渕　　豊　殿

消費者庁政策調整

　　　　　　　黒

鐵

医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む

事故等に係る施設管理者への注意喚起の徹底iこついて（再依頼）

　標記につきましては、医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足な

どを挟む事故の発生防止を図るため、平成22年10月8日付け「医療・介護ベ

ッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る施設管理者への

注意喚起のお願い」（消政調第110号）をもって、当職より貴職に、医療・介護

ベッド用手すりを配置している介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関（以

下「関係施設1という。）に対し、都道府県と連携して、施設管理者への要請事

項（以下「注意喚起」という。）の周知等を行っていただくよう依頼したところ

です（別紙1参照）。

　しかしながら、そめ後に発生した同種の死亡事故（平成22年12月21日付け

「消費生活用製晶の重大製品事故に係る公表について」にて当庁が公表した事

故：管理番号A201000777）（別紙2参照）では、県が、所管する医療機関に対し

て、厚生労働省が発出した注意喚起に係る文書を送付しておらず、当該事故が

発生した医療機関では注意喚起の内容を知らなかったことが判明しております。

　当庁としては、医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟

む事故の発生を防止するためには、注意喚起が全国全ての関係施設に十分に周

知される必要があると考えております。

　このため．’貴省においては、．都道府県等を通じて、注意喚起が確実に全ての

関係施設に届くよう、再度の周知徹底を図っていただきたく、よろしくお願い

いたします。



消政調第1／0号
平成22年10月8日

厚生労働省老健局高齢者支援課長

　　　　　　　　　　水津　重三　殿

厚生労働省老健局振興課長

　　　　　　　　　　川又竹男殿

厚生労働省老健局老人保健課長

　　　　　　　　　　宇都宮　啓　殿

厚生労働省医政局総務課長

　　　　　　　　　　岩渕　　豊　殿

）

消費者庁政策調整課長

　　　　　　　黒田　岳士

医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む

　　　事故等に係る施設管理者への注意喚起のお願い

　平素より、消費者安全行政の推進に当たっては格別の御理解、御協力を頂き

ましてありがとうございます。　　　　　　　　　　　　　　・

　さて、本年9E6日に、介護ベッF“1用手すりで外側に開いたグリップの内側

に利用者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました（別紙参照）6

　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成

12存までの間に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部

には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。
　そのため、「司社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを

防止するため、平成13年10月から当該製品のすき聞を埋めるためめT字型の

簡易部品を無償で配布していました。

　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の

文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしてい

ませんでした。

　パラマウントベッド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりの

すき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品

事故報告・．公表制度の施行（平成19年5月）から、’これまでに7件（死亡2件、

重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生してい
ます。

　また、同社以外の製品を含む介護ベッ下用手すり全体では、手すりのすぎ間

に頭や首、手足などを挟む事故等が、これまでに計37件（死亡／5件、重傷22

件）発生しています。

消費者庁としては、同種事故の発生防止を図る観点から、介護ベソド用手す



りにっいて、平成22年10月］日付けで各都道府県及び政令指定都市の消費者

担当部局並びに独立行政法人国民生活センター及び各消費生活センターに対
し、消費者への周知及び注意喚起を行うよう通知したところです。さらに、同

様の医療・介護ベッド用手すりを配置している介護保険施設、老人福祉施設及

び医療機関に対しても注意を喚起する必要があると考えております。　’　．

　っきましては、介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関に対し、都道府県

と連携して、下記の事項を周知し、必要な指導を行っていただきますようお願

いします。



記

施設管理者へのお願い

i．簡易部品の取付けなどにより事故防止の工夫をすること

　　平成21年3月に介護ベッド等の日本工業規格（」工、S）が改正され、頭部

や首の挟み込み事故を防ぐための手すりのすき間の基準強化が図られていま・

すが、これら改正に対応していない製品については、各製造事業者が、すき

聞を埋めるための部品を配布しています。

　　医療・介護ベッド上で予測できない行動をとる可能性がある利用者や、自

力で危ない状態から回避することができない利用者のためには、事業者の配

布する簡易部品の取付けを行うなどにより、その安全を確保することが必要

　です。このため、各施設において、JISの改正に対応していないベッドに
っいて、当該簡易部品が取り付けられているかどうかの確認を速やかに行っ

てください。

　　また、当該簡易部品が取りイ寸けられていない場合には、簡易部品を取り付

　けるなどによりすき間を埋め、事故を防止するよう工夫してください。

　　特に、すき間に頭部などが入り込むおそれのある製品を使用している場合

　は、速やかに製造事業者に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取り付け

て使用してください。

2．取扱説明書等に記載されている注意事項を確認すること

　　医療・介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込

みリスクをゼmにすることは困難な状況です。同様の製品を配置している施

設管理者は、取扱説明書、安全使用マニュアル（医療・介護ベッド安全普及

　協議会編集）等に記載されている注意事項を今一度、確認して、挟み込みの

　リスクを認識し、正しく使用してください。

3．可能な限り改正されたJIS対応製品を使用すること

　使用者の安全の確保のため、可能な限り改正されたJISに対応した製品
　を使用してください。

4．製造事業者等への相談

　　製品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又は販

売事業者等に相談してください。



t

（参考）

医療1介護ベッド安全普及協議会．会員企業

・ シーホネンス株式会社

　　　　　電話　　　　l　O120－20－1001
　　　　　ホームページ：　http：／／ぷv、　seah。nence．　c。．　jp／

・パラマウントベッド株式会社

　　　　　電話　　　　　　0120－36－4803
　　　　　ホームペ∵ジ：　http：／／mw．　param。ufit、　CO、　jp／

・ 株式会社プラソツ
　　　　　電言舌　　　　　　　　　　0120－77－3433

　　　　　ホームページ：　http：／／wtviv．　platz－ltd．　cC．　jp／

・ フランスベッド株式会社
　　　　　電言舌　　　　　　　　　　0120－39－2824

　　　　　ホームペv－・・ジ：　http：／／www．　francebed．　co．　jp／

・株式会社モルテン

　　　　　電話　　　　　　03－3625－8510

　　　　　ホームページ：　http：／／wtvrv．　molten．　co．　jp／health

・ 株式会社ランダルコーポレーション

　　　　　電話　　　　：　048－475－3662

　　　　　ホームページ：　http：／／“蝋v．1unda1．　cO．　jp／

以上



〈別紙〉

事故の概要

管理番号 A201000531

事故発生日 平成22年『9月6日

報告受理日 平成22年9月21日
機種・型式 KA－089
事業者名 パラマウントベッド株式会社

被害状況 重傷1名

事故発生都道府県 神奈川県

事故内容

　施設で介護ベッ・ド用手すりの外側に開いたグリソプの

内側に利用者の頭が入った状態で発見され、骨折と診断
された。

　事故の原因については現在、調査中であるが、当該製

品は、平成4年から平成12年までの問に、パラマウント

ベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が

約15cm、横が約34cmのすき間がある構造であった。
そのため、同社は不意の動作により頭や手足がすき間に

入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該

製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部品を無償で’

配布していた。製造事業者は無償配布の案内を当該施設

に対して度々行っていたが、施設では簡易部品の入手を

行っていなかった。

　なお、当該製品は、製造・出荷時の日本工業規格（J

IS）に適合している。
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社団法人　日本介護支援専門員協会

公益社団法人　日本認知症グルニプホーム協会

社団法人　日本福祉用具供給協会

社団法人　全国福祉用具専門相談員協会

公益社団法人　全国老人福祉施設協議会

社団法人　全国老人保健施設協会

社団法人　全国有料老人ホーム協会

全国軽費老人ホーム協議会

全国盲老人福祉施設協議会

特定施設事業者連絡協議会

日本福祉用具生活支援用具協会

全国ホームヘルパー協議会

日本ホームヘルパー協会

一般社団法入　全国介護事業者協議会

NPO法人

一般社団法人日本在宅介護協会

財団法人　ニッセイ聖隷福祉財団

社団法人　全国訪問看護事業協会

一般社団法人　日本慢性期医療協会

全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会

1［lpt



社団法人　日本介護福祉士会

社団法人　シルバーサービス振興会

社団法人　日本医師会

社団法人　日本歯科医師会

社団法人　日本薬剤師会

社団法人　日本病院薬剤師会

社団法人　日本看護協会

社団法人　日本助産師会

社団法人　日本医療法人協会

社団法人　全日本病院協会

社団法人　全国自治体病院協議会

社団法人　日本精神科病院協会

社団法人　日本病院会

独立行政法人　国立病院機構

独立行政法人　労働者健康福祉機構

社団法人　全国国民健康保険診療施設協議会

全国公私病院連盟

社会福祉法人　恩賜財団済生会

日本赤十字社

国家公務員共済組合連合会



社団法人　全国社会保険協会連合会

財団法人　厚生年金事業振興団

社会福祉法人　北海道社会事業協会

社団法人　地方公務員共済組合協議会

全国厚生農業協同組合連合会

健康保険組合連合会．

財団法人　船員保険会

宮内庁長官官房秘書課長

法務省矯正局矯正医療管理官

文部科学省高等教育局医学教育課長

防衛省人事教育局衛生官

独立行政法人　国立印刷局病院運営担当部

独立行政法人　国立がん研究センター

独立行政法人　国立循環器病研究センター

独立行政法人　国立精神・神経医療研究センター

独立行政法人　国立国際医療研究セこイター

独立行政法人　国立成育医療研究センター

独立行政法人　国立長寿医療研究センター

財団法人　日本医療機能評価機構

独立行政法人　医薬品医療機器総合機構



事　務　連　絡平成23年2月9日社団法人日本看護協会　御中厚生労働省医政局総務課医療・介護ベッド用十すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る　　　　　施設管理者への注意喚起の徹底について（再依頼）　標記について、別添のとおり各都道府県衛生1三管・高齢f呆健福祉・介護保険主管課（室）宛てに、厚生労働省医政局総務課並びに老健局高齢者支援課、振興課及び老人保健課連名の事務連絡を発出したところです。　っきましては、同種彗1故の発生防1ヒを図る観点から、貴団体からも会員施設等に対する再周知徹底方よろしくお願いいたします。・23、2，S4事　務　　連　　絡平成23年2月9日厚生労働省医政局総務課厚生労働省老健局高齢者支援課厚生労働省老健局振興課厚生労働省老健局老人保健課医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る　　　　　施設管理者への注意喚起の徹底について（再依頼）・　標記にっいては、別添1のとおり、　「医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る施設管理者に対する注意喚起について」（平成22年］0月8日付け事務連絡）を各都道府県衛生主管課（室）、高齢者保健福祉主管課（室）及び介護保険主管課（室）に対し周知依頼したところです。　しかしながら、その後に発生した同種の死亡事故（平成22年］2月2］日付け「消費生活用製品の重大製品事故に係る公表について」にて消費者庁が公表した事故：管理番号A201000777）において、上記事務連絡文書が医療機関に送付されておらず、当該事故が発生した医療機関では注意喚起の内容を知らなかったこどが判明しています1　このため、「今般、別添2のとおり、消費者庁より厚生労働省に対し、都道府県等を通じて、再度の周知徹底を図るよう再依頼がありました。　っきましては、各都道府県衛生主管課（室）ご高齢者保健福祉主管課『（室）及び介護保険主管課（室）におかれては、消費者担当部局との連携の下、管内市区町村並びに医療機関及び介護保険指定事業者、老人福祉施設等に対し、別添1の事務連絡の再周知徹底方よろしくお願いいたします。　なお、別途関係団体・（別添3）に併せて通知している旨申し添えます。匝添1i］事　　務　　連　　絡平成22年10月8日厚生労働省医政局総務課厚生労働省老健局高齢者支援課厚生労働省老健局振興課厚生労働省老健局老人保健課医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る施設管理者に対する注意喚起にっいて　標記にっいて、消費者庁消費者安全課より別添1のとおり各都道府県・政令指定都市消費者担当課並びに独立行政法人国民生活センター及び各消費者センター宛てに通知され、消費者への周知及び注意喚起についてお願いしているところです。　標記に関しては、これまでも厚生労働省及び経済産業省を通じて、製造事業者等から注意喚起も含めて、事故防止のための適切な対応等の実施等にっいてお願いしているところですが、医療機関並びに介護保険指定事業者及び老人福祉施設等においても消費者保護のために、手すりに関連した事故の発生防止を図る観点から、また、消費者庁消費者安全課からも別添2のとおり注意喚起の依頼があったことから、当該施設に対する注意喚起が必要となっています。　っきましては、各都道府県衛生主管課（室）、高齢者保健福祉主管課（室）及び介護保険主管課（室）におかれ℃は、消費者担当部局との連携の下、管内市区町村並びに医療機関及び介護保険指定事業者、老人福祉施設等に対し、周知徹底方よろしくお願いいたします。　なお、別途関係団体（別添3）に通知している旨申し添えます。＜別添1＞　　　　　事務連絡平成22年10月1日各都道府県・政令指定都市消費者行政担当課殿独立行政法人国民生活センター・各消費生活センター殿消費者庁消費者安全課介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る注意喚起について　平素より、消費者安全行政の推進に当たっては格別の御理解、御協力を頂きましてありがとうございます。　本年9月6日に、介護ベソド用手すりで外側に開いたグリソプの内側に利用者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました。　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成12年までの問に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。　そのため、1司社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月か・ら当該製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部品を無償で配布していました。　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしていませんでした。　パラマウントベッド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりのすき間に頭や首、手足など挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品事故報告・公表制度の施行（平成19年5月）から、これまでに7件（死亡2件、重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生しています。・　また、同社以外の製品を含む介護ベッド用手すり全体では、手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、・これまでに計37件（死亡15件、重傷22件）発生しています。　消費者庁としては、同種事故の発生防止を図る観点から、介護ベッド用手すりの使用に係る注意点について、消費者の注意を喚起する必要があると認めまiS一ので、下記の事項にっいて、消費者sの周知及び注意の喚起をしていただきますようお願いいたします。　都道府県消費者行政担当課におかれましては、貴都道府県内の市町村に対し、この旨周知していただきますようお願いします。記介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る注意喚起について1．事故事象及び再発防止策にっいて　本年9月6日に、介護ベッド用手すりで外側に開いたグリップの内側に利用者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました。　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成12年までの間に、パラマウントベソド株式会社が製造したもので、グリソプ部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。　そのため、同社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部晶を無償で配布していました。　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしていませんでした。　パラマウントベソド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品事故報告・公表制度の施行（平成19年5月）から、これまでに7件（死亡2件、重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生し．ています。また、同社以外の製品を含む介護ベシド用手すり全体では、手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、これまでに計37件（死亡コ5件、重傷22件）発生しています。　日本福祉用具・生活支援用具協会及び医療・介護ベッド安全普及協議会においては介護ベッド用手すり等による事故等にbいての注意喚起及び安全使用の情報の普及をチラシやホームページ等を使用して両会及び会員事業者共同で実施するとともに、全国の福祉用具貸与事業者、居宅介護支援事業所を通じて利用者に伝達する取組みを行っています。事故事象管理番号A201000531事故発生日平成22年9月6日報告受理日平成22年9月21日機種・型式KA−089事業者・名パラマウントベジド株式会社被害状況重傷1名：事故発生都道府県．神奈川県事故内容　施設で当該製品の外側に開いたグリップの内側に利用者の頭が入った状態で発見され、骨折と診断された。　事故の原因については現在、調査中であるが、当該製品は、平成4年から平成12年までの間にiパラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が約15cm、横が約34crnのすき間がある構造であった。そのため、同社は不意の動作により頭や手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部品を無償で配布していた。製造事業者は無償配布の案内を当該施設に対して度々行っていたが、施設では簡易部品の入手を行っていなかった。　なお、当該製品は、製造・出荷時の日本工業規格（JIS）に適合している。（日本福祉用具・生活支援用具協会）　ホームページ：http：／／iww．　jaspa．　g／c、　jp／news／08020S．　pdf（医療・介護ベソド安全普及協議会）　ホームページ：hztp：／／http：／／、爪v．　bed−anzen．。rg／2．消費者への注意喚起　介護ベッド用手すりにおいては、従来から、手すりの内側のすき間やベソドとの間に生じる外側のすき聞に身体の一一部を挟み込む等の玉大な事故が発生しています。　介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込みリスクをゼロにすることは困難な状況です。同様の製品の利用者及び利用者を介護する方は、取扱説明書安全使用マニュアル（医療・介護ベソド安全普及協議会編集）等に記載されている注意事項を今一度、確認して、挟み込みのリスクを認識し、正しく使用してください。　また、平成21年3月に介護ベッドの日本工業規格（JIS）が改正され、頭部や首の挟み込み’F故を防ぐためのすき闘の基準強化が図られています。安全のため、可能な限り改正されたJISに対応した製品を御使用ください。　特に、介護ベッド上で予測できない行動をとる可能性がある利用者や、自力で危ない状態から回避することができない利用者には、介護される方において、事業者の配布する簡易部品を入手されるなどすき間を埋めることで事故を防止．するための工夫をしてください。　各製造事業者は、すき間を埋めるための部品を配布しています。すき間に頭部などが入り込むおそれのある製品を使用している場合は速やかに製造事業者に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取付けて使用してください。その他、製品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又販売事業者等に相談してください。　医療・介護ベッド安全普及協議会　会員企業　’一シーホネンス株式会社　　　　　　電話　　　　　：　0120−20−1001　　　　　　ホームページ：　http：／／www．　seah6nence．　co．　jp／　・パラマウントベッド株式会社　　　　　　fE話　　　　　　　　二　　〇120−36−4803　　　　　　ホー一ムページ：　http：／／wwvl．　paramount．　co．　jp／　・株式会社プラッツ　　　　　　電言舌　　　　　　　　　　0120−77−3433　　　　　　ホームページ：　http：／／1・ATIv．　platz−ltd．　cO．　jp／　・フランスベッド株式会社　　　　　　電；舌　　　　　　　　　　　0］20−39−2824　　　　　　ホームページニ　http：／／unvw．　francebed．　co．　jp／　・株式会社モルテン　　　　　　電話　　　03｝3625−8510　　　　　　ホームペー一一ジ：　http：／∧�o．　molten．　co．　jp／hea1しh　・株式会社ランダルコーポレーション　　　　　　］『三言舌　　　　　　　　：　　048−475−3662　　　　　　ホームページ・http：（／www・lund・1・…j・／　’【本件に係る連絡先】　消費者庁消費者安全課　　担当：中嶋、服部　電話：03−3507−8800（大代表）　内線2266介護ベッド用手すり（管理番号：A201000531）　　　　　　　　（製品本体）鮎工炉｝ド．パ�d　　ー，“？　　　　　　be’一・一　　‥酉　　　　　　《／．　　る（ベッドへの取り付け図）（すき間を埋めるためのT字型簡易部品）（簡易部品の装着後の図）ア．−t一ムスペー一サー一．Tタイプを靭鮒　　　　　　　　・平成21剛　　　　→臼：s綱訂後の製品）、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魎あなたの介護ベッドに鰍なすき間が潜んでいる？　　　　　　　　　へ≦袖声ピ∩拾申助是e信幽てか掲ゴ繕∨ト阜⊃軍塀⊃共ロ一製餌時蕎医弊葦む亘や專やニレ⊃庄区『“蕪臣留已窯。か鑑3P⊃類心る笥良尿堤9廿育総阜按塀e�C看ユ〉∀，ド⊃刃爪U胞口＝、⊥⇔一捨置営二鶯3ド⊃＞Wp琶る鰻穎卓羊侭．霧　　　　ーー　‖　　　　　　　　　　．　　　　〉　　　　　　　　　　　．　　　　　　…「．》場、…璽ー．．�f劉鍵治麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　．》　　w…’・　　　き・��　埠る兵ひ⇔呈ポ桧e日摺継／．　　　　。ほ�_鑓詣雛罐絃陸煕睡1｝、÷い、枝回e“〉ひ�`墜エトピ．°ひ禍”ドぶ刊遠雰∪「拓白3各⊃回瑠2暗碧」る章NN柱羊⇔〔．堅口e褐認玲S旦縞鵜週※黎固　　鷺叫芸皿Omる巨寒ロト臨已謄鰻e口ぶ日Pn給P陰櫟註裂摘聖蚕．山黒H恒鯵K圓※　　　　　　　　　eωだぶ袖塁℃さ嶺捧択問〉や腎苗（朝留暖ヨ田輿剖駁惑　　　　　　　　　　　　　　吉蝶田Fm町6D貴O［ON〜田マ一興い借卜OON園　　　。極P唱纐e台喪V歯却」5渋e疎螺阜決填eく�s≦ド習U三（てO　　、ト秒08隷e台翼時b爵聾囎拳面e勾綬⊃矯叫P科eQ桑工〉て阜⊃築叫巾製e秒」ー工〉て亀　　　　　m噸三ー侭ーXeミーユエVトロエハて口　　　　　　　　だ3F⊃匿W⊥〉膨　　　　　合理Eu［°．り三“ピO廿友聾EuO小田．四惑題き鑑灘…傘まレぎ了まヤかぶ鍵ぺ…　　　　　　　　　　　坦蜘裕e〔X⇒占〉レ［　　　　　　　　　　　ユ●κ∪△、ーぶエヤか●　　　　　　　　嶋唄る1只1×e」、ーヰエ∨か刃工〉ピ■彗聾螺竃⌒、拶…“∴…も　　　　　　　　　　　，衣フPb掌⊃σ旦摺　　　　　　　　　　　酎》ト「］、旺工“てロ…琴鑓難蓮�R　　　　　「駕“⊃嘉“茸」「だ⊃�sm即〉英叫蜘盟」P臣辱答之逐■　　巽∩Kる閨目　ぼ“×冶星■　　　　　9∩く妾拍・旨■報樽e巨齢卜eトト）〉霞工〉て・ミー☆エ÷か�b∨ーんμ〉が活、∬クー“、，　ーソ　《3・「ス　」　．、」　＾｝・、w｛，、‖ミ］」．メハび1叢鑓畿頑、ぼぷぷ�d．一、ミ肇糠織m蕪羅籍繋蕪灘鎌繍ペーsx、　・・“＼　・麟鱗藍鍵齢削麗ぼー主工ヤか撰Wぷ、・巾三＼。ト価柵P安刈担〉握口一薫粥レp％∪一枳フ坦3⊃田∪蹄螢eる爪幻るゆ掲ゲ○木鴇岱悠廻並＞Oe栢齢。極摘コPぺ響套掻姉奪鰯・但ぽe剤題工〉て綿よ．叶県弊罫e繕擁eひ轟描甚鳶《盤奪Eり�堰D3柏異∨畦淀U旦臣法置伽卜「二　一、二　一m　　�堰@　・う　　N　　←　巨uO　　　　　　　　・　，　，　，　　　　　　　’　．　’　．　　　　　　浪　■　■　�堰@　　　．　a　，　．　　令　．　■　●　．　．　．　＄・　．　マ　．　3柏F鯉惜拍UT只ーX判▽⊃灘。ト摘⊃廼畷造授哀⊃鵠旦−尺ーX※。3和禦〉曜碇袖顧誼．　（y。−o袖⊃禍山堅襯U＝へーぶエヤか3鱒若置肋b憩経輿■　　　　　　　　　　’⊃如杉願錯UuTRース註∨⊃批　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　●　■　�堰@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　プ　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　・　．　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　・　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　a　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’　，　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　．　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　．　「　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　．　．　　　　　　　　　　　　　　　■　・　．　■　　　　　　　　　　　　　．　’　．　，　　　　　　　　　　　　．　・　．　，　　　　　　　　　　　・　．　．　t　　　　　　　　　�堰@　■　■　●　　　　　　　　．　　「　　�堰@　・　　　　　　．　■　“　．　　　　　．　■　．　1　　　°°t°　　．i，：’−tt−’，　・。耽彗⊃瑞⊃藁�b兵3e茶匿蜘ト埠〆只蕊コ鰹」。50鵠⊃瑞⊃訟借参召蚤置蜘b註mW⊃×茶暴e§●鯉囲．pド罰聖了もN嵩摺朝蹴‖閣「Il．‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ε1，‘，ll．ll‘1‘．1‘llllI‘lII‘1‘．一■　　‘　　「　びご只●P側摺廿荊囮e〈エぞ、H團e韓龍⊃裏佃eEON←騨煙シ）レ罰申ミーふK踏蟄制叙．‘」■ll‘llIlIl‘‘llIlI，，ll．‘‘ll，，‘，・「8‘‘ーピ　　　　　　　　　　炉　　　　　　　　　　　　　　　　　’　丙　‥一r　　」オ●●‘�s．‘、　■二’、　”2009年3月に介護ベッドのJIS規格が改定され、サイドレー−Nルとサイドレールのすき間だけでなく、安全に関わる数十項目が厳しく規定されました。代表例（」is規格文を要約しています）　　　　　　　・灘繋　　　　　　　〆‘JIsT92むt2oo9【」ISマーク表示例】護鱗籏鷲瀦※診鱒爵注1：詳しくは本パンフレット中面のチェック�@をご覧下さい。皿　1　‘t．1，’li口・．・　　．　　’・・…　　　「一．・．・．．・・．．匂垣・・．．．．18　±　‘　・　1　■　　：レ　　　．　1　．」ISマーク付きの製品は、その製品が一定の品質や性能を確保していることを証明するものですが、使い方を誤ると重傷や死tに至る事故は発生します。取扱説明書をよく読んで正レくお使い下さい。．舟．悟・‥．．皐“・．・・旬一．旬一一一≡．・．…　　一・．〔“°…　　’．・・…　　．・・．・・．．飴．・’“・・民・’ロ鵠…　　＾、・一．．．画．．．．・「．°・声・‥・，・．．“・民≒・・rエ．…　　．．・．・．・r．r烏阿．．・．’医療・介護ベッド安全普及協議会とは医療介護ベッドのメーカーにより2002年12月に設立されましたeベッドを安心して使用して頂くためのハンドブックやマ＝ユアルを作成し、ホームページヒ掲載しております。『最新情報はこちらからご確認下さしM【ホームページ】http：〃wWw．bed−anzen．org【お岡い合わせ先】　03−3648−5510幽協議会会員名簿（あいうえお刷　　　　r誘．フ三…≡之　　　　　　　　　　　　二・‘　≡　　　’ジーホネンス株式会社0120−20−1001　　　　　　　　’http：／ノ｛．seahonence．cpjp／パラマウントペッド株式会社＞0120−36−4803httPl〃Ww．paramount．co」P／株式会社プラッツ0120−77−3433http・〃w…．plat2−【td．・・jp／フランスベッド株式会社0120−39−2824＞httpゾ／wwwJrancebed．cojp／株式会社モルテン03−3625−8510http：11www．mo｛ten．corjpノ｝iealth株式会社ランダルコーポレーション　　　　　　　　・、048−475−3662・http：11…」lunda［．coJpお使いのベッドのお問い合わせは各メーカーへ1発行年月2010io9．24／．｝学　、P四レひつ消　政　調　第　　llO号平成22年10月8日厚生労働省老健局高齢者支援課長　　　　　　　　　　水津　重三　殿厚生労働省老健局振異課長　　　　　　　　　　川又　竹男　殿tt厚生労働省老健局老人保健課長　　　　　　　　　　宇都宮啓　殿厚生労働省医政局総務課長　　　　　　　　　　岩渕　　豊　殿　　　　　　　ミト　　　　’　　’（　　　　　　　；‘ト・　　口消費者庁政策調整謀長　』：−1医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む　　　事故等に係る施設管理者への注意喚起のお願い　平素より、消費者安全行政の推進に当たっては格別の御理解、御協力を頂きましてありがとうございます。　さて、本年9月6日に、介護ベッド用手すりで外側に開いたグリップの丙側に利用者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました（別紙参照）。　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成12年までの間に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。　そのため、同社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部r？Rを無償で配布していました。　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしていませんでした。　パラマウントベヅド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品事故報告・公表制度の施行（平成19年5月）から、これまでに7件（死亡2件、重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生しています。　また、同社以外の製品を含む介護ベッド用手すり全体では、手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、これまでに計37件（死亡］5件、重傷22件）発生しています。消費者庁としては、同種事故の発生防止を図る観点から、介護ベッド用手す／りについて、平成22年10月1日付けで各都道府県及び政令指定都市の消費者担当部局並びに独立行政法人国民生活センター及び各消費生活センター一一に対し、消費者への周知及び注意喚起を行うよう通知したところです。さらに、同．様の医tw　．i介護ベッド用手すりを配置している介護保険施設、老入福祉施設及び医療機関に対しても注意を喚起する必要があると考えております。　っきましては、介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関に対し、都道府県と連携して、下記の事項を周知し、必要な指導を行っていただきますようお願いします。　、　　　　　　　　．　　一ノ＼記施設管理者へのお願い1、簡易部品の取付けなどにより事故防止の工夫をすること　ー平成21年3月に介護ベッド等の白本工業規格（JIS）が改正され、頭部や首の挟み込み事故を防ぐための手すりのすき間の基準強化が図られていますが、これら改正に対応レていない製品については、各製造事業者が、すき’間を埋めるための部品を配布していま凱　医療・介護ベツド上で予測できない行動をとる可能性がある利用者や、自力で危ない状態から回避することができない利用者のためには、事業者の配布する簡易部品の取付けを行うなどにより、その安全を確保することが必要です。このため、各施設において、JISの改正に対応していないベッドにっいて、当該簡易部品が取り付けられているかどうかの確認を速やかに行ゴ・てください。　また、当該簡易部品が取り付けられていない場合には、簡易部品を取り付けるなどによりすき間を埋め、事故を防止するよう工夫してください。　特に、すき間に頭部などが入り込むおそれのある製品を使用レでいる場合は、速やかに製造事業者に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取り付けて使用してください。2．取扱説明書等に記載されている注意事項を確認すること　　医療・介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込みリズクをゼロにすることは困難な状況です。同様の製品を配置している施設管理者は、取扱説明書、安全使用マニュアル、（医療・介護ベッド安全普及協議会編集）等に記載されている注意事項を今一度、確認して、挟み込みの　リスクを認識し、正しく使用してください。　‘．　　　　・　・3　可能な限り改正されたJIS対応製品を使用すること　使用者の安全の確保のため、可能な限り改正されたJ1Sに対応した製品を使用してください。4　製造事業者等への相談　製品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又は販売事業者等に相談してぐださい。　　一一（参考）医療・介護ベッド安全普及協議会．・シーホネンス株式会社・パラマウントベッ．ド株式会社・株式会社ランダルコーポレーション　　　　電話　　　　：　　　　ホームページ：　　　　電話　　　　：　　　　ホームページ：・株式会社プラッッ　　　　電話　　　　1　　　　ホームページ：・フランスベッド株式会社　　　　電話　　　　：　　　　ホームページ：・斌舗モルテン　　　　電話　　　　：　　　　ホームページ：　　　　電話　　−　：　　　　ボー9N　N一ジ：　　　会員企業0120−20甲1001http：／／wψwL　seahone丑ce．　co：jp／0120−36−4803http、／／綱param。uut　6。．　jp／0120−77−3433h亡tp；／／wwwφP］a亡z’−ltd．　CD．　jp／Ol20−39−2824輌伽頑a…b・d’…1・／03−3625−8510http：／／lvww．　molten．　co．　jp／healthO48−475−3662http：／／www．・lllndal．・co・・jp／以上t〈別紙〉事故の概要管理番号A20100053正事故発生日平成22年9月6日報告受理日平成22年9月21日機種・型式KA−0‘89　　　’事業者名パラマウントベッド株式会社被害状況重傷1名事故発生都道府県神奈川県事故内容　施設で介護ベッド用手すりの外側に開いたグリップの内側に利用者の頭が入った状態で発見され、骨折と診断された。事故の原因については現在、調査中であるが、当該製品ば平成4年から平成12年までの間に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造であった。そのため、同社は不意の動作により頭や手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるための丁字型の簡易部品を無償で配布していた。製造事業者は無償配布の案内を当該施設に対して度々行っていたが、施設では簡易部品の入手を行っていなかった↓　なお、当該製品は、製造・出荷時の日本工業規格（J工S）に適合している。社団法人　日本介護支援専門員協会公益社団法人　日本認知症グループホーム協会社団法人　日本福祉用具供給協会社団法人　全国福祉用具専門相談員協会公益社団法人　全国老人福祉施設協議会社団法人　全国老人保健施設協会社団法人　全国有料老人ホーム協会全国軽費老人ホーム協議会全国盲老人福祉施設協議会特定施設事業者連絡協議会日本福祉用具生活支援用具協会全国ホームヘルパー協議会日本ホ7A．ヘルパー協会一般社団法人　全国介護事業者協議会NPO法人　全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会一般社団法人日本在宅介護協会　　　　　　　　　　　C財団法人　ニッセイ聖隷福祉財団社団法人　全国訪問看護事業協会一一般社団法人　日本慢性期医療協会（別添3）社団法人　日本医師会社団法人亘輔科医師会社団法人　日本薬剤師会社団法人　日本病院薬剤師会社団法人　目本看護協会社団法人　日本助産師会社団法人　日本医療法人協会’社団法人　全］・1本病院協会社団法人　全国自治体病院協議会社団法人　日本精神科病院協会社団法人　日本病院会独立行鍵岬立病院酬独立行政法人　労働者健康福祉機構細法人全国国蹴保険診騨鋤議会全国公私病院連盟社会福祉法人　恩賜財団済生会日本赤十字社国家公務員共済組合連合会社団法人　全国社会保険協会連合会財団法人　厚生年金事業振興団社会福祉法人　北海道社会事業協会地方公務員共済組合連合会全国厚生農業協同組合連合会健康保険組合連合会財団法人　船員保険会宮内庁長官官房参事官法務省矯正局矯正医療管理官文部科学省高等教育局医学教育課長防衛省人事教育局衛生官独立行政法人　国立印刷局病院運営担当部独立行政法人　国立がん研究センター独立行政法人　国立循環器病研究センタL一独立行政法人　国立精神・神経医療研究センター独立行政法人国週際願確⇔ター独立行政法人　国立成育医療研究センター独立行政法人　国立長寿医療研究センタL−』財団法人　日本医療機能評価機構独立行政法人　医薬晶医療機器総合機構巨唾こヨ？肖政調第　27　号平成23年2月4日厚生労働省老健局高齢者支援認長　　　　　　　　　　水津　重三　殿厚生労働省老健局振興課長　　　　　　　　　　川又　竹男　殿厚生労働省老健局老人保健課長　　　　　　　　　　宇都宮　啓　殿厚生労働省医政局総務課長　　　　　．　　　岩渕　　豊　殿消費者庁政策調整　　　　　　　黒鐵医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る施設管理者への注意喚起の徹底iこついて（再依頼）　標記につきましては、医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故の発生防止を図るため、平成22年10月8日付け「医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等に係る施設管理者への注意喚起のお願い」（消政調第110号）をもって、当職より貴職に、医療・介護ベッド用手すりを配置している介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関（以下「関係施設1という。）に対し、都道府県と連携して、施設管理者への要請事項（以下「注意喚起」という。）の周知等を行っていただくよう依頼したところです（別紙1参照）。　しかしながら、そめ後に発生した同種の死亡事故（平成22年12月21日付け「消費生活用製晶の重大製品事故に係る公表について」にて当庁が公表した事故：管理番号A201000777）（別紙2参照）では、県が、所管する医療機関に対して、厚生労働省が発出した注意喚起に係る文書を送付しておらず、当該事故が発生した医療機関では注意喚起の内容を知らなかったことが判明しております。　当庁としては、医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故の発生を防止するためには、注意喚起が全国全ての関係施設に十分に周知される必要があると考えております。　このため．’貴省においては、．都道府県等を通じて、注意喚起が確実に全ての関係施設に届くよう、再度の周知徹底を図っていただきたく、よろしくお願いいたします。消政調第1／0号平成22年10月8日厚生労働省老健局高齢者支援課長　　　　　　　　　　水津　重三　殿厚生労働省老健局振興課長　　　　　　　　　　川又竹男殿厚生労働省老健局老人保健課長　　　　　　　　　　宇都宮　啓　殿厚生労働省医政局総務課長　　　　　　　　　　岩渕　　豊　殿）消費者庁政策調整課長　　　　　　　黒田　岳士医療・介護ベッド用手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む　　　事故等に係る施設管理者への注意喚起のお願い　平素より、消費者安全行政の推進に当たっては格別の御理解、御協力を頂きましてありがとうございます。　　　　　　　　　　　　　　・　さて、本年9E6日に、介護ベッF“1用手すりで外側に開いたグリップの内側に利用者の頭が入り、重傷を負う事故が発生しました（別紙参照）6　事故の原因については現在、調査中ですが、当該製品は、平成4年から平成12存までの間に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造でした。　そのため、「司社は不意の動作により頭や首、手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該製品のすき聞を埋めるためめT字型の簡易部品を無償で配布していました。　しかしながら、事故が発生した施設では、同社からの数度の連絡及び直接の文書の手渡しにもかかわらず、すき間を埋めるための簡易部品の入手をしていませんでした。　パラマウントベッド株式会社が製造した介護ベッド用手すりでは、手すりのすき間に頭や首、手足などを挟む事故等が、消費生活用製品安全法の重大製品事故報告・．公表制度の施行（平成19年5月）から、’これまでに7件（死亡2件、重傷5件（うち、本件事故と同様な内容の重傷事故1件を含む。））発生しています。　また、同社以外の製品を含む介護ベッ下用手すり全体では、手すりのすぎ間に頭や首、手足などを挟む事故等が、これまでに計37件（死亡／5件、重傷22件）発生しています。消費者庁としては、同種事故の発生防止を図る観点から、介護ベソド用手すりにっいて、平成22年10月］日付けで各都道府県及び政令指定都市の消費者担当部局並びに独立行政法人国民生活センター及び各消費生活センターに対し、消費者への周知及び注意喚起を行うよう通知したところです。さらに、同様の医療・介護ベッド用手すりを配置している介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関に対しても注意を喚起する必要があると考えております。　’　．　っきましては、介護保険施設、老人福祉施設及び医療機関に対し、都道府県と連携して、下記の事項を周知し、必要な指導を行っていただきますようお願いします。記施設管理者へのお願いi．簡易部品の取付けなどにより事故防止の工夫をすること　　平成21年3月に介護ベッド等の日本工業規格（」工、S）が改正され、頭部や首の挟み込み事故を防ぐための手すりのすき間の基準強化が図られていま・すが、これら改正に対応していない製品については、各製造事業者が、すき聞を埋めるための部品を配布しています。　　医療・介護ベッド上で予測できない行動をとる可能性がある利用者や、自力で危ない状態から回避することができない利用者のためには、事業者の配布する簡易部品の取付けを行うなどにより、その安全を確保することが必要　です。このため、各施設において、JISの改正に対応していないベッドにっいて、当該簡易部品が取り付けられているかどうかの確認を速やかに行ってください。　　また、当該簡易部品が取りイ寸けられていない場合には、簡易部品を取り付　けるなどによりすき間を埋め、事故を防止するよう工夫してください。　　特に、すき間に頭部などが入り込むおそれのある製品を使用している場合　は、速やかに製造事業者に連絡し、簡易部品を入手した上で、必ず取り付けて使用してください。2．取扱説明書等に記載されている注意事項を確認すること　　医療・介護ベッド用手すりは、製品の性質上、身体に関わる全ての挟み込みリスクをゼmにすることは困難な状況です。同様の製品を配置している施設管理者は、取扱説明書、安全使用マニュアル（医療・介護ベッド安全普及　協議会編集）等に記載されている注意事項を今一度、確認して、挟み込みの　リスクを認識し、正しく使用してください。3．可能な限り改正されたJIS対応製品を使用すること　使用者の安全の確保のため、可能な限り改正されたJISに対応した製品　を使用してください。4．製造事業者等への相談　　製品の使用に際して、不具合や不安等がある場合には、製造事業者又は販売事業者等に相談してください。t（参考）医療1介護ベッド安全普及協議会．会員企業・シーホネンス株式会社　　　　　電話　　　　l　O120−20−1001　　　　　ホームページ：　http：／／ぷv、　seah。nence．　c。．　jp／・パラマウントベッド株式会社　　　　　電話　　　　　　0120−36−4803　　　　　ホームペ∵ジ：　http：／／mw．　param。ufit、　CO、　jp／・株式会社プラソツ　　　　　電言舌　　　　　　　　　　0120−77−3433　　　　　ホームページ：　http：／／wtviv．　platz−ltd．　cC．　jp／・フランスベッド株式会社　　　　　電言舌　　　　　　　　　　0120−39−2824　　　　　ホームペv−・・ジ：　http：／／www．　francebed．　co．　jp／・株式会社モルテン　　　　　電話　　　　　　03−3625−8510　　　　　ホームページ：　http：／／wtvrv．　molten．　co．　jp／health・株式会社ランダルコーポレーション　　　　　電話　　　　：　048−475−3662　　　　　ホームページ：　http：／／“蝋v．1unda1．　cO．　jp／以上〈別紙〉事故の概要管理番号A201000531事故発生日平成22年『9月6日報告受理日平成22年9月21日機種・型式KA−089事業者名パラマウントベッド株式会社被害状況重傷1名事故発生都道府県神奈川県事故内容　施設で介護ベッ・ド用手すりの外側に開いたグリソプの内側に利用者の頭が入った状態で発見され、骨折と診断された。　事故の原因については現在、調査中であるが、当該製品は、平成4年から平成12年までの問に、パラマウントベッド株式会社が製造したもので、グリップ部には縦が約15cm、横が約34cmのすき間がある構造であった。そのため、同社は不意の動作により頭や手足がすき間に入り込むことを防止するため、平成13年10月から当該製品のすき間を埋めるためのT字型の簡易部品を無償で’配布していた。製造事業者は無償配布の案内を当該施設に対して度々行っていたが、施設では簡易部品の入手を行っていなかった。　なお、当該製品は、製造・出荷時の日本工業規格（JIS）に適合している。〆（業軽べ％「ド〆⊃O”一欄申取迷∪一栢硫御暗謝K側e暗瓢旺田爪ポ印「虻Cオ朱楓禍皐虻紳顯江｛　十一わ÷皿rN町N←廿NN餐吐同）　　　。蝶汰馨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。馬細図隆、抱鶴，台侮中田弊山pるOニド±わ；麟∪一暗顯幡訂，ee輌山二P⊃叶ぺ脚暗畢味巨さP虫黙超斌栢樟、苦＠二P⊃綜日細暗后囎巨PS蛋ピ⊃司蝋寂畑保．逼r　細継已姻謝。山忌杓願鰻造Uボ，ぶ杓眠駅造〔封ぷ翠拙Oo：）抑旺坦e饗券Wぐ剤べく苗卵巳運eo9端搭苅eHN領一山ボ．　⊃ト蹄暖ユびて憎令ロO�rNF母討遷時゜にト000δN＜榊輩咲庄頬扇胡蝋蒋旨絶置督酬侭塔卸蝉口08謝皿即鼠釦騨皿劃紫栢緑叩賄割蜘融室e軽糠、　　　」社団法人　日本介護支援専門員協会公益社団法人　日本認知症グルニプホーム協会社団法人　日本福祉用具供給協会社団法人　全国福祉用具専門相談員協会公益社団法人　全国老人福祉施設協議会社団法人　全国老人保健施設協会社団法人　全国有料老人ホーム協会全国軽費老人ホーム協議会全国盲老人福祉施設協議会特定施設事業者連絡協議会日本福祉用具生活支援用具協会全国ホームヘルパー協議会日本ホームヘルパー協会一般社団法入　全国介護事業者協議会NPO法人一般社団法人日本在宅介護協会財団法人　ニッセイ聖隷福祉財団社団法人　全国訪問看護事業協会一般社団法人　日本慢性期医療協会全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会1［lpt社団法人　日本介護福祉士会社団法人　シルバーサービス振興会社団法人　日本医師会社団法人　日本歯科医師会社団法人　日本薬剤師会社団法人　日本病院薬剤師会社団法人　日本看護協会社団法人　日本助産師会社団法人　日本医療法人協会社団法人　全日本病院協会社団法人　全国自治体病院協議会社団法人　日本精神科病院協会社団法人　日本病院会独立行政法人　国立病院機構独立行政法人　労働者健康福祉機構社団法人　全国国民健康保険診療施設協議会全国公私病院連盟社会福祉法人　恩賜財団済生会日本赤十字社国家公務員共済組合連合会社団法人　全国社会保険協会連合会財団法人　厚生年金事業振興団社会福祉法人　北海道社会事業協会社団法人　地方公務員共済組合協議会全国厚生農業協同組合連合会健康保険組合連合会．財団法人　船員保険会宮内庁長官官房秘書課長法務省矯正局矯正医療管理官文部科学省高等教育局医学教育課長防衛省人事教育局衛生官独立行政法人　国立印刷局病院運営担当部独立行政法人　国立がん研究センター独立行政法人　国立循環器病研究センター独立行政法人　国立精神・神経医療研究センター独立行政法人　国立国際医療研究セこイター独立行政法人　国立成育医療研究センター独立行政法人　国立長寿医療研究センター財団法人　日本医療機能評価機構独立行政法人　医薬品医療機器総合機構

